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第３期でAMEDが目指すところ

令和８年２月６日

経営企画部
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AMEDとは？

中釜斉 理事長
（第3期 令和7年4月～)

１

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）の概要

日本の医療分野の研究開発の中核的な役割を担う機関として、基礎から実用化までの一貫した医療研究開
発の推進と、その成果の円滑な実用化を図るとともに、研究開発環境の整備を行い、

「医療分野の研究成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指します。
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2015 年 (平成27年) 4月

2025年度で 設立11年目 です。

※2025年1月1日現在
※役員4名含む746 名



Copyright 2026 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved. ２

ひとめでわかる！AMED

支出予算の内訳と事業

※2025年度の支出予算（2025年3月時点）
※上記経費に加え、内閣府に計上される「科学技術イノベーション創造推進費（555億円）」
のうち、175億円を医療分野の研究開発関連の調整費として充当される見込

※内訳は単位未満を四捨五入している

※2025年度の収入予算（2025年3月時点）
※支出予算の「基金等その他事業」に 係る収入は、「基金事務費」のみを計上
※上記経費に加え、内閣府に計上される「科学技術イノベーション創造推進費
（555億円）」のうち、175億円を医療分野の研究開発関連の調整費として
充当される見込

※当初予算のうち「競争的資金事務費」を除く
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ひとめでわかる！AMED
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（第３期）８つの統合プロジェクト(PJ)

＜疾患領域に関連した研究開発＞

  ８つの統合PJを横断した領域を設定
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事業間連携の取組の強化

研究開発事業及び課題の間をつなぎ、切れ目なく連続した支援を可能とする仕組み（ペアリング、マッチング）
を構築・導入する。その際、研究開発の目利きをはじめ出口戦略の立案やそれら実施に向けた案件調整等に取り組
むシンクタンク的機能と機動性を向上させた調整費を有効に活用し、研究支援を充実させていく。

研究開発の初期段階からの産学協創・企業導出
上記の研究支援の充実を図りつつ、初期段階からアカデミアと企業が協創して研究開発を進め、企業的視点によ

る各シーズ・技術への支援等を実施することにより、最適な開発段階（基礎・応用研究から臨床研究まで）での企
業導出を促進する。

社会実装・貢献へつながる成果創出のための基礎研究の充実

研究者の自由な発想と社会的な要請を踏まえた基礎研究を継続的・安定的に支援し、また、その基礎研究の成果
と先端的技術開発との融合を図ることにより、医薬品及び医療機器等の開発の源泉となるイノベーションの種を絶
え間なく創出していく。

国際展開の推進

国際的に優れた研究成果の創出に向け、国際共同研究の戦略的・機動的な推進や海外ニーズを取り込んだ国際共
同治験への参画により、日本人研究者の国際的なトップサークルへの参入を促進するとともに、次世代の優秀な研
究者同士の交流や関係構築の強化をする。また、国内外の医薬品市場を見据えた創薬エコシステムを構築する。

医療分野の研究開発のＤＸ

AIをはじめ、生成AIや量子技術等の先端技術を用いた医療分野の効果的・効率的な研究開発を促進する。そう
した取組において基盤となるデータベースの構築・整備及び活用を見据えたデータマネジメントに取り組む。

「現場中心主義」を徹底しつつ、以下の取組を通して、研究開発とその環境整備及び人材育成等を牽引・後
押しすることにより、健康・医療分野における我が国の研究開発活動の活性化や底上げ、ひいては健康長寿社
会の実現に向けて貢献する。

５

日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）第３期の運営方針（令和７年７月）
～ 現場中心主義（研究現場や成果導出先との対話を基礎とする組織体制/風土の形成）の推進 ～
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全統合プロジェクト共通の指標 ※中長期目標の別途定める評価軸等に基づき指標を設置
※アウトプット指標→(１)(２)(３)(６)、モニタリング指標→（１）～（６）全部

６

（１） シーズの企業導出数 アウトプット指標：１３０件／年 （累計６５０件 ／2025～2029年度）

（２） 治験に至った件数  アウトプット指標： ６０件／年 （累計３００件 ／2025～2029年度）

（３） 優れたシーズの発展・継続支援件数 ※ぺアリング、マッチングなど他事業への受け渡し

アウトプット指標：１２０件／年 （累計６００件 ／2025～2029年度）

（４） 薬事承認・認証

（５） 医療等に実装された件数 （薬事承認・認証を除く） ※ガイドライン、ソフトウェア等

（６） Top1％論文数   アウトプット指標：１２０件／年 （累計６００件 ／2025～2029年）

 ※Top10％論文数、全論文数は、モニタリング指標     

中長期目標（第３期） 

  中長期目標 （第３期）

健康･医療戦略

健康･医療戦略

（第３期）AMEDが目指す 数値目標

https://www8.cao.go.jp/iryou/pdf/3amed_goal_250228.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/suisin/ketteisiryou/kakugi/r070218senryaku.pdf
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